
 

 

 

 

 

2023 年 3 月 14 日 

 ～みんなの笑顔を未来につなぎたい～ 

森永製菓「１チョコ for １スマイル」１５周年プロジェクト 

カカオの国の子どもたちとメッセージ交換 

寄付のご報告 特設 WEB サイト 3 月 14 日公開 
 森永製菓株式会社（東京都港区芝、代表取締役社長・太田 栄二郎）は、2008年から続く「1チョコ for 1スマイル」

の活動が 15 周年を迎えるにあたり、お客様とカカオの国の子どもたちとのメッセージ交換を実施しました。 

「1 チョコ for 1 スマイル」キャンペーンは、商品の売上の一部を使ってカカオの国の子どもたちを支援する活動です。15

周年限定商品として発売した「１チョコ for １スマイル＜ベイクドチョコ＞」では、パッケージに記載しているリンクから、カカ

オ生産国の子どもたちへの応援メッセージや、おいしいチョコレートを作り食べることができる感謝の気持ちなどを、お客様に

発信いただきました。さらにメッセージと一緒に、「１チョコ for 1 スマイル＜ベイクドチョコ＞」をカカオの国の子どもたちにお届

けしました。今回はメッセージ交換の完結として、カカオの国の子どもたちからのメッセージを「1 チョコ for 1 スマイル」の特設

WEB サイトにて、3 月 14 日に公開いたします。 

また、1 月 5 日～2 月 14 日で実施した、対象商品の売上 1 個につき 1 円を寄付する特別期間のキャンペーンで集

まった寄付金は 20,566,310 円になりました。「１チョコ for １スマイル」では、これからもカカオの国で学ぶ子どもたちも、

チョコレートを食べる日本のお客様も、皆様の笑顔を未来につないでいくことを目指します。 

森永製菓は持続可能な未来のために、これからもカカオの国の子どもたちを応援してまいります。 

 

■カカオの国の子どもたちからのメッセージ  ※一部抜粋 

特設サイト URL https://www.morinaga.co.jp/1choco-1smile/2023valentine/               
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◀1 月 10 日に発売した「1 チョコ for 1 スマイル＜ベイクドチョコ＞」 

※現在は販売を終了しています。 



ご参考：「1 チョコ for 1 スマイル」のあゆみ 

2008 年、「森永チョコレート」が初の国産チョコレートとして誕生してから 90 周年を記念し、カカオ生産国の子どもたちを支
援する「1 チョコ for 1 スマイル」キャンペーンが開始しました。 
チョコレートの原料『カカオ』が作られる赤道近くの国々の中には、経済的な自立が難しく、十分な教育環境が整っていない
地域もあります。「1 チョコ for 1 スマイル」キャンペーンは、ガーナなどカカオの国の子どもたちが安心して教育を受けられる
等、商品の売上の一部を使って支援する活動です。 
公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパンと認定 NPO 法人 ACE を支援活動のパートナーとして、年間を通して行
う寄付に加え、＜特別期間＞では、森永チョコレート対象商品１個の売上につき１円をカカオ生産国における子どもたちの
教育支援、およびカカオ農家の自立支援に充てる活動を行ってまいりました 。当初小学生だった子どもたちも大学生や社
会人へと成長しました。これまでに総額 2 億 7,679 万円を支援しました。 
https://www.morinaga.co.jp/1choco-1smile/ 
 

◇カカオ生産国の子どもたちへの支援活動内容と商品の歩み ※P：プラン・インターナショナル・ジャパン、A: ACE 

年 支援地区 支援内容 商品の歩み 

2008 年 フィリピン 小学校建設や教育環境づくりの支援活動 P  

 

 

2009 年 カメルーン 小学校建設やトイレ、井戸の設置や衛生指導 P 

ガーナ 小学校建設や図書室建設、学用品の支給、学校運営委員会

トレーニング、図書館への図書整備を実施 P 

2010 年 エクアドル 11 校の小中学校で教室建設・修繕、食堂等の建設や運動場

の整備等学習環境改善プロジェクトを実施 P 

ガーナ 小学校建設、学用品支給、図書支給、学校運営委員会トレ

ーニング P 

2011 年 インドネシア 小学校の教室・校舎建設・修繕、トイレ修繕、中学校の校舎

建設 P 

ガーナ 子どもの就学支援、カカオ農家の技術向上・自立支援、児童労

働解決システムの構築など A 

日本・東北 東日本大震災被災地 P 

2012 年 カメルーン 小学校建設、教育支援、衛生環境の整備、トレーニングなど P 

ガーナ 子どもの就学支援、カカオ農家の技術向上・自立支援、児童労

働解決システムの構築など A 

2013 年 ガーナ 校舎建設、学校備品支給、図書室建設、図書備品、教材支

給、運動場整備など P/子どもの就学支援、カカオ農家の技術向

上・自立支援、児童労働解決システムの構築など A 

2014 年 エクアドル 小学校建設・修繕、衛生環境の整備、トレーニングなど P 

ガーナ 子どもの就学支援、カカオ農家の技術向上・自立支援、児童労

働解決システムの構築など A 

2015 年 カメルーン 小学校建設、教育支援、衛生トレーニングなど P 

ガーナ 子どもの就学支援、カカオ農家の技術向上・自立支援、児童労

働解決システムの構築など A 

2016 年 ガーナ 校舎建設、教室備品支給、給水設備とトイレの設置、図書室

建設および図書・教材支給 P/子どもの就学支援、カカオ農家の

技術向上・自立支援、児童労働解決システムの構築など A 

2017 年 エクアドル 学校設備の防災対策のための教室設備やトイレの改修・修繕、

防災計画立案・修正支援、トレーニングなど P 

ガーナ 子どもの就学支援、カカオ農家の技術向上・自立支援、児童労

働解決システムの構築など A 

2018 年 カメルーン 小学校教室建設、トイレ建設、衛生意識啓発活動、学校運

営委員会トレーニングなど P 

ガーナ 子どもの就学支援、カカオ農家の技術向上・自立支援、児童労

働解決システムの構築など A 

2019 年 カメルーン 小学校教室の建設、トイレ建設、井戸の設置、教師トレーニン

グなど P 

ガーナ 子どもの就学支援、カカオ農家の技術向上・自立支援、児童労

働解決システムの構築など進行中 A 

2020 年 エクアドル 

グアテマラ 

日本・熊本 

教室建設、手洗い場建設、衛生の意識啓発活動、新型コロナ

ウイルス感染予防衛生キット支給など 

令和 2 年 7 月豪雨被災地 P 

ガーナ 小学校教室の建設、教室備品、図書教材の支給などｐ 

児童労働からの子どもの保護、カカオ農家への技術訓練と収入

向上支援など A 

2021 年 エクアドル 学校教室の建設および教室備品の支給、男女別トイレ建設、

手洗い場建設、新型コロナウイルス感染症対策の衛生用品支

給など P 

ガーナ 

 

児童労働の予防と子どもの保護、子どもの就学支援、カカオ農

家や女性への収入向上支援など A 

2014 年 1 月 14 日発売（数

量限定）（300 円税別）、支

援地区のカカオマス 100%使用 

「森永チョコレート＜１チョコ for１スマイル＞」 

ＡＣＥを通じて支援したガーナ・アシャンティ州の

村で収穫されたカカオ豆を使用 

※現在は販売しておりません 

2013 年 1 月 15 日発売（数量限定）

（300 円税別）、支援地区のカカオマス

含有量は、全カカオマスの 80.4% 

 

ＡＣＥを通じて支援したガーナ・アシャンティ

州の村などで収穫されたカカオ豆を使用※

現在は販売しておりません 

「70ｇ森永チョコレート＜１チョコ for１スマイル＞」 

 

2015 年 1 月 27 日発売（160

円税別）、支援地区のカカオマス

100%使用（通年販売） 

（国際フェアトレード認証） 

 

「森永チョコレート＜１チョコ for１スマイル＞」 

ACE を通じて支援したガーナ・アシャンティ州の

村で収穫されたフェアトレードカカオ由来のカカオ

マスを 100％使用 

※現在は販売しておりません。 

2019 年 1 月 15 日発売（370

円税別）、ACE を通じて支援した

ガーナ・アシャンティ州の村で収穫さ

れたフェアトレードカカオ由来のカカオ

マスを 6%使用 

※現在は販売しておりません。 

 

「カレ・ド・ショコラ＜リッチクリーミーミルク＞ 


